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陳
明
徳
、
王
寧
宇
、
僧
澄
一
、
戴
曼
公
、
僧
化
林
、
盧
艸
碩
、
陸

文
斉
、
沈
熨
庵
、
呉
戴
南
、
陳
振
先
、
朱
来
章
、
朱
子
章
、
周
岐

来
、
趙
瓶
陽
、
李
仁
山
、
（
馬
医
劉
経
先
。
胡
兆
新
、
楊
西
斎
、
陸

品
三
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
医
師
た
ち
が
来
日
し
た
理
由
の
一
つ
に
幕
府
の
招
贈
に

よ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
医
書
の
輸
入
を
求
め
る
な
ど
、

当
時
の
中
国
医
学
に
対
し
て
の
幕
府
お
よ
び
、
一
般
人
に
お
い
て

も
、
要
請
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

か
れ
ら
の
来
日
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、
中
国
側
の
事
情
も

考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

中
国
の
医
学
に
端
を
発
し
た
と
さ
れ
る
本
邦
の
医
学
が
、
西
洋
の

医
学
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
、
来
日
し
て
い
た
明
・
情
の
医
師
た
ち

に
つ
い
て
概
要
を
試
朶
る
こ
と
に
す
る
。

（
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
医
史
学
教
室
）

周
岐
来
』
な
ど
の
研
岸

で
は
、
江
戸
期
、
に

師
た
ち
に
は
、
ど
の
』

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

江
戸
期
、
十
七
・
八
世
紀
に
長
崎
に
来
て
い
た
中
国
人
医

は
、
ど
の
よ
う
な
者
が
い
た
の
か
。
主
な
も
の
を
掲
げ
る

歯
の
硬
組
織
の
構
成
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
比
較
解
剖
学
者

目
。
富
ａ
９
壱
２
（
届
晨
ｌ
扇
留
）
は
「
歯
の
主
要
部
を
形
成
す
る
と

こ
ろ
を
ｇ
〕
湾
の
９
８
．
昌
ま
た
は
８
．
号
９
口
の
（
歯
骨
）
と
称
し

て
い
る
が
、
そ
の
か
わ
り
に
号
貝
旨
。
（
象
牙
質
）
と
い
う
用
語
を

提
案
す
る
。
第
二
の
組
織
と
し
て
○
画
。
日
の
目
日
日
と
い
わ
れ
、
』
閃
．

目
角
５
旨
倉
囹
や
』
望
ロ
フ
ラ
ン
ス
）
に
よ
恥
ソ
○
○
具
の
×
○
鵠
①
回
、
と
、

ま
た
閃
．
国
鳥
①
（
弓
麗
年
頃
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
に
よ
り
○
目
、
冒

胃
言
。
吻
騨
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
８
日
の
具
（
セ
メ
ン
ト
質
）

と
呼
び
、
象
牙
質
と
セ
メ
ン
ト
質
と
の
間
に
存
在
す
る
第
三
の
組
織

は
国
旨
８
目
“
冒
目
》
シ
８
日
固
い
あ
る
い
は
啓
富
国
口
昏
ぐ
旨
３
な
ど

と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
ｇ
§
且
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
鳥
貝
旨
⑦
の
用
語
は
オ
ウ
エ
ン
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
、
一
八
四
○
（
天
保
十
一
）
年
に
歯
の
硬
組
織
の
名
称
は

Ｒ
・
オ
ウ
エ
ン
の
歯
の
硬
組
織
名
称
の

命
名
補
遺

本
間
邦
則
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可

統
一
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

歯
の
主
要
部
を
形
成
す
る
組
織
は
、
象
の
牙
が
特
徴
あ
る
形
態
を

し
て
お
り
特
有
の
構
造
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
の

号
目
（
象
牙
）
に
由
来
す
る
弓
○
ご
と
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
ド
イ

ツ
の
解
剖
学
者
は
Ｎ
画
冒
胃
旨
）
尻
目
。
ｏ
胃
昌
曽
富
国
自
国
》
図
画
冒
呂
言
‐

圃
固
園
な
ど
と
称
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
英
訳
し
て
盲
目
の
。
爵
○
○
号

あ
る
い
は
８
○
号
‐
宮
昌
の
）
ｇ
葛
冨
風
９
８
○
号
．
８
○
号
目
言
薗
旨
瞬

な
ど
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
れ
で
オ
ゥ
エ
ン
は
ラ
テ
ン
語
の
歯
の
意
味

の
鳥
貝
宮
）
と
化
学
成
分
を
あ
ら
わ
す
旨
の
（
ま
た
支
配
の
意
も

あ
る
）
と
か
ら
号
昌
旨
①
の
用
語
を
つ
く
り
、
形
容
詞
と
し
て

号
目
区
を
用
い
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

エ
ナ
メ
ル
質
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
の
］
・
国
巨
昌
目

（
弓
麗
ｌ
弓
麗
）
は
「
歯
の
外
表
を
つ
つ
む
部
分
」
を
９
画
目
巴
と
呼

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
十
八
世
紀
後
期
に
は
こ
の
名
称
は
定

着
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
国
昌
８
属
堕
冨
目
あ
る
い
は

鈩
烏
日
農
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
オ
ウ
エ
ン
は
旬
口
画
日
堅

セ
メ
ン
ト
質
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
の
眼
科
医
で
あ
り
、
病
理
学

者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
］
・
閥
．
弓
ｇ
ｏ
口
が
一
七
九
七
（
寛
政
九
）
年

に
統
一
呼
称
し
た
。

に
「
皮
質
性
の
骨
質
ｏ
自
訂
×
・
路
の
巨
匡
と
報
告
し
た
の
が
最
初
で

あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
古
生
物
学
者
。
．

○
屋
く
胃
（
弓
３
１
房
儲
）
も
記
載
し
て
お
り
、
一
八
○
三
（
享
和
三
）

年
に
「
歯
根
部
は
エ
ナ
メ
ル
質
で
は
な
く
、
う
す
い
黄
色
の
層
で
覆

わ
れ
て
お
り
、
一
般
に
角
質
と
呼
ば
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

オ
ウ
エ
ン
は
歯
を
顎
骨
に
結
合
さ
れ
る
意
味
か
ら
、
③
日
の
貝
と
命
名

し
た
。わ

が
国
で
は
、
田
口
和
美
の
『
解
剖
攪
要
』
（
明
治
十
年
刊
）
に

は
砿
郷
質
、
象
牙
質
、
白
睾
質
と
あ
り
、
高
山
紀
斎
の
『
保
歯
新
論
』

（
明
治
十
四
年
刊
）
に
は
離
郷
質
、
牙
質
、
白
聖
質
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
頃
よ
り
こ
れ
ら
の
用
語

は
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
）
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